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行動インサイトの活用に関するフレームワークについて
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英国ナッジ・ユニットをはじめ、行動インサイトの活用を推進する様々な組織が
独自のフレームワークを策定・公開しており、２種類に大別される

政策立案・実践の一連のサイクルの各ステップで留意すべき点をまとめた「プロセスフロー型」

OECD：BASIC (Behaviour, Analysis, Strategy, Intervention, Change)
OECD: ABCD (Attention, Belief formation, Choice, Determination)
World Bank eMBeD: Definition & Diagnosis, Design, Implementation & Evaluation, 

Adapt, Re-define & Re-diagnose
Ideas42: Define, Diagnose, Design,Test, Scale
Behavioural Insights Team: Test, Learn, Adapt
BEAR: Assess, Aim, Action, Amend

効果的な介入のために満たすべきコンセプト・条件を整理した「チェックリスト型」

Thaler & Sunstein:  NUDGES
Behavioural Insights Team: MINDSPACE (Messenger, Incentives, Norms, Defaults, 

Salience, Priming, Affect, Commitments, Ego)
Behavioural Insights Team: EAST(Easy, Attractive, Social, Timely)
BIAS project: SIMPLER (Social influence, Implementation prompt, Making 

differences, Personalization, Loss aversion, Ease, Reminder)



フレームワークについての よくある間違い
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適切に使えばパワフル！だけど・・・

フレームワークを使えばうまくいく？

フレームワーク毎に作られた背景・目的が異なる。きちんと理解しないで使
うと、十分な効果が得られない

もちろん、フレームワークを使わなければならないわけではない（適切に使
えば、説明責任・透明性の担保の上でも有用）
政策サイクルのフロー図を作って満足するのは厳禁。EBPMと同様、立案
だけではなく実践し常に改善するのが重要（EBP）

「チェックリスト」の各要素を満たすとナッジになる？

各要素は効果的なナッジでよく見られる共通点を抽出したもの。それを満
たせば即ナッジとなるのではなく、満たさないとナッジにならないわけでもな
い
例えばBITのMake it simple。「わかりやすく簡潔に」はコミュニケーションの
イロハにすぎない（それがナッジになるなら世の中の大抵のことがナッジになってしまう）



フレームワークをどう参照・活用すべきか
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作られた背景・目的が異なるものの、「プロセスフロー型」の構成は似通っている

使いやすいものから始めてみるのが良いのではないか

なお、OECDが策定予定のBASIC（後述）は、既存のフレームワークを踏まえて、日本版ナッジ・ユニット
BESTを含む各国の実務者との協力の下、実務者のために（for practitioners, by practitioners）策定す
る包括的なフレームワークであり、そこに日本での論点（参考資料３）を加味したものを、本連絡会議
を通じて日本の実務者、政策立案者向けに紹介することを検討中
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プロセスフロー型： OECD “BASIC framework”
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• 公共政策のサイクルの初めから終わりまでを対象とし、実務者に対してツール・手法・倫
理ガイドラインを示す包括的なフレームワークが欠如しているとの指摘

• これを受け、OECDが各国の実務者との協力の下、実務者のための（for practitioners, by 
practitioners）包括的なフレームワークの策定に着手

• 我が国においても、日本版ナッジ・ユニットBESTの事務局を務める環境省がOECDの依頼
を受けて編集作業を協力中（現在策定中ではあるが、参照の許可を得たため、概要を提示するも
の。変更があり得るため、取扱いについては留意のこと）

• 世界中のあらゆるレベルの政府や公的主体が課題の解決のために行動インサイトを広く
活用していることに鑑み、以下の課題に対応することを企図

政策及び行動インサイトの実務者が公共政策に行動インサイトを適用しようとする際に、より効
果的かつ体系的に実務をこなすこと

政策及び行動インサイトの実務者が行動インサイトを責任をもって適用するとともに、行動イン
サイトを不適切に適用・誤用するという潜在的な脅威から市民を最大限守ること

出典：OECD

※事務局が和訳準備中



プロセスフロー型： OECD “ABCD”

5

• 人が特定の行動をとっているときに、なぜそのよう行動するのかを理解するためのフレー
ムワーク（BASICのAとSを補完）（こちらも変更があり得るため、取扱いについては留意のこと）

出典：OECD

※事務局が和訳準備中



プロセスフロー型：World Bank eMBeD
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出典：World Bank eMBeD
World Bank (2018) 

Behavioral solutions for youth unemployment 

※事務局が和訳準備中



プロセスフロー型： ideas42 “Five-stage behavioral design process”
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出典：ideas42
Barrows et al. (2018) Behavioral Design Teams A Model for Integrating Behavioral Design in City Government

※事務局が和訳準備中



プロセスフロー型： Behavioural Insights Team
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出典：Behavioural Insights Team
Haynes et al. (2012) Test, Learn, Adapt: Developing Public Policy with Randomised Controlled Trials 

※事務局が和訳準備中



プロセスフロー型： BEAR “A Sequence of Things to Think About”

9

出典：Behavioural Economics in Action at Rotman
Feng et al. (2018) How Should Organizations Best Embed and Harness Behavioural Insights? A Playbook

※事務局が和訳準備中



（参考）規制か税か報酬か ー 複数の政策方法が考えられるときに
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• 具体的な施策を選択するに当たっては、考えられる複数の介入方法を比較・（小規模）実
証して最も効果的なものを選択するのが理想的

• なぜその介入方法を選んだのか、他よりも優れているのかを根拠とともに説明できるよう
にする必要がある

• しかし実際には、あらゆる介入方法を実証して独自に新規にエビデンスを創出するには
困難を伴うことが多く、既存の利用可能な最良のエビデンス（Best Available Evidence）を
活用して、なるべく期待される効果が期待されるように得られるよう努める必要がある

複数の方法を比較した事例：シカゴ市でのレジ袋削減の取組

規制（禁止） 報酬 税（課金）

2015年にレジ袋を
禁止。一定の厚み
以上のものを対象
外にしたため、店舗
では厚手のレジ袋を
配布するようになり、
規制対象外の厚手
のレジ袋の削減に
は繋がらなかった。

規制とは別に、店
舗によっては独自
に、エコバッグの使
用に対して少額の
報酬（インセンティ
ブ）を設定。期待さ
れる効果は得られ
なかった。

ワシントンDCで紙やプラのレジ袋1枚に5セ
ントを課金したところレジ袋の使用が減少。
報酬との効果の違いは、損失回避性によ
るものと作業仮説を立て、1枚7セントを課
金。規制よりも介入がsalient（顕著）となる
ようデザイン。介入開始前でレジ袋を受け
取る割合が82％から49％へ減少し、エコ
バッグを利用する割合が13％から33％に
増加。効果の持続可能性について検証中。

出典：ideas42
www.ideas42.org/wp-content/uploads/2017/04/Bag-tax-results-memo-PUBLIC.FINAL_.pdf



チェックリスト型： Thaler and Sunstein “NUDGES”
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出典：Thaler & Sunstein (2008) Nudge 及びその邦訳（2009）

iNcentive インセンティブ

Understand mappings マッピングを理解する

Defaults デフォルト

Give feedback フィードバックを与える

Expect error エラーを予期する

Structure complex choices 複雑な選択を体系化する



チェックリスト型： Behavioural Insights Team “MINDSPACE”
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出典：https://38r8om2xjhhl25mw24492dir-wpengine.netdna-ssl.com/wp-content/uploads/2015/07/MINDSPACE.pdf

※事務局が和訳準備中



チェックリスト型： Behavioural Insights Team “EAST”
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出典：Service et al., EAST: Four Simple Ways to Apply Behavioural Insights

※事務局が和訳準備中



チェックリスト型：BIAS project  “SIMPLER”
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Behavioural Interventions to Advance Self-Sufficiency (BIAS) project 

出典：BIAS project
https://www.mdrc.org/sites/default/files/Commentaries_Dilip_Soman.pdf

※事務局が和訳準備中


